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医療用モーショントラッキングデバイス

ギター演奏技巧トレーニングシステム

運動技巧を鍛える
身体装着型コンピュータ
人は運動によって外界とつながっています。利用者の身体に装着する小型軽量なモー
ションセンサデバイスにより、いつでもどこでも手軽に運動を計測することで、手技
をはじめとする運動技巧の習得や日常的な健康管理を行うコンピュータ及びシステム
の研究開発を行っています。

コンピュータサイエンス学部 教授　松下宗一郎
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集積回路技術を応用したモーションセンサＩＣチッ

プに低消費電力マイクロコンピュータを組み合わせ

ることで、重力に対する手首の姿勢角やリニア運動加

速度を正確に計算するデバイスの設計・製作を行っ

ています。

内視鏡外科手術における手術鉗子操作の分析では、

手技の様子を分かりやすい１枚の画像として表現す

る手法を開発しました。また、技量と強い相関をもつ

運動のスムーズさを数値計算するシステムの研究を

進めています。

手首装着型モーションセンサデバイスにより、エレク

トリックギターの演奏技巧を学習するシステムの研究

開発を行っています。ビデオカメラを用いたシステム

に比べ、機材の準備に時間がかからないことに加え、

映像や音響からは分からない「力の入り方」について

の情報を得ることができます。

一般に習得が困難である高速ダウンピッキングと呼

ばれる技法を学習するシステムにて、顕著な効果が

確認されています。


